


元来より日本人は、光と影の世界観や

陰影に美しさを感じ、大切にしてきました。

その中でも『陰（カゲ）』の中にある光の移

ろい、重なり、不完全さ、美しさを見つけ出

してきたと思います。そこで、今回は『カゲト

ヒカリ』をテーマとし、素材感による温もり、

手触り感、五感に響くデザインを表現した

いと考えました。また、形の原型とも言える

「点」「線」「曲線」といった普遍的な要素

を用いデザインを構成することで、建物と

人・地域性を考えていく際の基盤となる

ように設計しました 隈 研吾



隈 研吾 × サンゲツ 「カゲトヒカリ」

建築と人間の関係を見つめ、経年変化する天然素材を取り入れる。

その先で自身の建築的美学を具象化し

世界的に評価を受けてきた建築家、隈研吾。

江戸時代、紙を主体とした襖・屏風からはじまり

現在、住宅から公共施設など

あらゆる建築物に使用される内装材を扱うサンゲツ。

両者が重ねた対話のテーマは

伝統的な日本の美を壁装材・床材により如何に表せるかだった。

空間に現れる陰影の中で、かすかな光が移ろい、揺らぎ、重なる……

その「カゲ」と「ヒカリ」による表情を、壁装材・床材で生み出したいと考えが一致した。

その新しい表現を持つ壁装材・床材を実現させるために加わったのは

全国の生産現場で活躍する技術者・職人たちだ。

表情豊かな麻・楮などの天然素材と

耐久性に優れたナイロン・塩ビなどの合成素材を

編み・織り・漉きといった卓越した技術で融合させ

隈研吾が求める美、「カゲ」と「ヒカリ」を作り出していく。

そして、３年の歳月を経て、今ここに日本人の美意識と建築空間をつなぐ

KAGETOH IKAR I  コレクションが誕生した。

五感はもっと、素材を知りたがっている



カゲトヒカリが
できるまで

カゲトヒカリの
おはなし
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KAGETOHIKARI コレクションのラインナップは

「しゃらしゃら」「もわもわ」「つぶつぶ」

から成る３つのカテゴリー。

レイヤーの奥行きを感じる「しゃらしゃら」

やわらかな霧のようにけぶる「もわもわ」

粒子による陰影が表情豊かな「つぶつぶ」。

隈研吾がさまざまな「カゲ」に見出だした

美しさ、素材感が伝わるデザインを

壁装材、床材で実現しました。
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しゃらしゃら
幾重にもかさなった線が風になびくと鳴る「しゃらしゃら」という音。

線に生じる「カゲ」が織り成す奥行き感を表現しました。
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